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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  遊技球が流下可能な遊技領域を形成する遊技盤と、遊技盤に取り付けられるセンタ役物
とを有する遊技機において、
　遊技球を導入して所定の入賞口へ誘導可能な内部通路を形成する通路形成部材と、
　前記遊技領域を流下する複数の遊技球を前記内部通路に導入させる側と前記内部通路に
導入させない側とに分岐させる誘導手段と、
　遊技球が転動可能に前記センタ役物に設けられたステージとを備え、
　前記誘導手段により前記内部通路に導入させない側に誘導された遊技球が前記ステージ
を転動可能に構成され、
　前記通路形成部材が、前記内部通路を透視可能に形成されて、前記ステージに沿って配
設され前記センタ役物と連結され一体化されたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記誘導手段に、複数の遊技球を前記内部通路に導入させる側と前記内部通路に導入さ
せない側とに振り分ける振分手段を設けたことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は遊技機に関し、特に、遊技球の誘導や振り分けに関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　第１の発明は、遊技球が流下可能な遊技領域(4a)を形成する遊技盤(4) と、遊技盤(4) 
に取り付けられるセンタ役物(20)とを有する遊技機(1) において、遊技球を導入して所定
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の入賞口(11)へ誘導可能な内部通路を形成する通路形成部材(65)と、前記遊技領域(4a(4a
1)) を流下する複数の遊技球を前記内部通路に導入させる側と前記内部通路に導入させな
い側とに分岐させる誘導手段(50)と、遊技球が転動可能に前記センタ役物(20)に設けられ
たステージ(20b) とを備え、前記誘導手段(50)により前記内部通路に導入させない側に誘
導された遊技球が前記ステージ(20b) を転動可能に構成され、前記通路形成部材(65)が、
前記内部通路を透視可能に形成されて、前記ステージ(20b) に沿って配設され前記センタ
役物(20)と連結され一体化されたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　第２の発明は、第１の発明において、前記誘導手段(50)に、複数の遊技球を前記内部通
路に導入させる側と前記内部通路に導入させない側とに振り分ける振分手段(52,53,54)  
を設けたことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
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